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	２．報告事項
	（１）所長から資料１に基づき研究科長・学部長・研究所長合同会議（６月２５日、７月２日、７月１６日）について報告があった。
	（２）井上教授から第３４回国際沿岸海洋研究センター運営委員会（６月２０日）について報告があった。
	（４）兵藤教授から資料３に基づき研究所実習生の受入について報告があった。
	（５）川幡教授から資料４に基づき２０１９年度大気海洋科学サマー・インターンシップについて報告があった。
	（７）所長から資料７に基づき外部資金の受入について報告があった。
	２）所長から部局利益相反アドバイザリー機関の設置について報告があった。
	３）齊藤教授から机上配付資料に基づき大海研の学術連携活動に関して報告があった。
	果、承認された。
	（３）その他
	（４）沖野教授から大気海洋研究所ワーク・ライフ・バランス支援の実施について周知があった。
	２）所長から勤務状況等申告書の提出について依頼があった。

